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1. 全区立小学校・中学校、及び全幼稚園・保育所等につき、建物及びブロック塀等の外壁の安全性に支障がないか緊急点検
を行い、その結果改修が必要な箇所があれば速やかに改修を行うこと。
⇒区の回答：直ちに区立の小中学校・幼稚園におけるブロック塀等の調査を行った。
　現在のところ、被害に遭った高槻市の小学校と同様に高いブロック塀等で控え壁が設置されておらず危険性が高いと考
えられる小学校4校（駒込、朋有、朝日、要）は8月頃までにブロック塀を撤去。他の小中学校・幼稚園のブロック塀等は全
て年度内に対応。

2. 区内全域のブロック塀の安全性に支障がないか緊急点検を行い、その結果安全性に支障がある箇所があれば改善に努め
ること。
⇒区の回答：学校を除くその他の区施設においても緊急点検を行い、ブロック塀の撤去または補強が必要な区施設は全て
年度内に対応。通学路等に倒壊する危険のある民有地におけるブロック塀の調査は東日本大震災の際に調査した72件
について即刻行った。調査の結果、倒壊の危険がある塀の所有者に対しては書面で注意喚起するとともに、撤去または補
強の補助制度の拡充や建築士等の専門家派遣制度の創設など対応を早急に検討。

3. 家屋における地震対策につき、区民に対して改めて情報提供を行い、周知徹底に努めること。
⇒区の回答：家具の転倒等、平素から地震に備えておく重要性を改めて認識。
区民へは各家庭における地震への備えの重要性について、ホームページや広報としま等を通じ、今後も周知の徹底に努
める。

緊急要望の内容
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ブロック塀の緊急点検等の緊急要望を行いました！

3点の緊急要望
❶

本区での通学路の
安全が確保されて
いるのか、ブロック
塀等の外壁の安全
性を早急に確認。

❷
改修が必要な箇所
があれば速やかに
改修。

❸
家具転倒防止やガ
ラス飛散防止など、
改めて家屋におけ
る地震対策につい
て、周知徹底。

6/18、大阪府北部を襲った最大震度
6弱の地震より、尊い命が失われまし
た。地震で亡くなられた方のご冥福を
心よりお祈りすると共に、負傷された
方、被災された方へお見舞いを申し
上げます。

都民ファーストの会豊島区議団は、大阪府北部を襲った震災を受け、即日区へ緊急
要望を行いました。



　幹事長の星京子です。私たちは「都民ファーストの会」の理念を基軸に、日々の暮らしを案
じる「区民感覚」に常に戻り、住民目線で暮らしに寄り添った政策を進めます。
　本区がより一層住みやすく快適な街になるよう、「高野之夫区長」とはもちろんのこと、都
政に邁進している「小池百合子都知事」と緊密に連携してまいります。
　身を切る改革、情報公開、住民目線の理念を胸に、次代の政党として新しい観点を持ち、
より良い暮らしの環境を目指し、豊島区のより一層の進化と発展の為取り組んで参ります。
　皆様からのご提案、ご意見をお待ち申し上げます。

幹事長あいさつ

　平成30年第2回定例会は、6月20日から7月9日までの20日間に渡り開会され、星京子議員・細川正博議員が会派を代表し一般質
問をしました。
　主な議案として、池袋保健所移転後の跡地活用にあたり、「Hareza池袋」周辺地域のさらなる活性化に資する最適な事業者を
選定するため、「池袋保健所跡地活用事業者審査委員会」を設置する条例改正、介護保険法施行規則の一部改正により、介護人
材の裾野を広げるため従前の介護職員初任者研修に加えて生活援助従事者研修の新設のため「地域密着型サービス基準に関
する条例」の改正、区立幼稚園において開園日のみ実施されている午後５時までの預かり保育を、多様な保育ニーズに応え
るため、長期休業中にも実施する「豊島区立幼稚園条例の一部を改正する」条例、などが可決されました。

第2回定例会

都民ファーストの会豊島区議団  活動通信Vol.05  平成30年夏号

　豊島区において東京都との連携の下、本年8月より「選択的介
護モデル事業」が実施されることとなり、さる6月28日に小池百合
子東京都知事をお招きし、豊島区とモデル事業参加事業者との
「選択的介護モデル事業実施協定締結式」が行われました。
　「選択的介護」は、その名の通り利用者や家族が自らの選択に基
づき、必要なサービスを受けながら、介護が必要になっても自分
らしい暮らしを続けていくことができるサービスであり、今後高
齢化が進んでいく中、まさに理想の姿であると認識しています。
　国家戦略特区の制度を活用し、訪問介護サービスと保険外サー
ビスの、より柔軟な組み合わせによるサービスの提供を可能にす
る「選択的介護モデル事業」の実施は、住み慣れた自宅で、いつま
でも安心して暮らし続けられる社会、また、新たな保険外サービ
ス提供の参入によるビジネスチャンスの拡大、そしてヘルパー等
の介護人材の処遇改善にもつながることを期待しています。

選択的介護モデル事業実施

　東京都認定インキュベーション施設である
「RYOZAN PARK大塚」（南大塚3丁目）へ会派
で伺いました。コワーキングスペース、子育てし
ながら仕事のできる「こそだてビレッジ」を併設
しています。創業支援や託児付きシェアオフィス
の取組みを視察し、代表の竹沢徳剛氏の熱い話
を伺うことができました。今後の区政での提言に
活かしていく所存です。

「区内のインキュベーション
（創業支援）施設を視察」


